








ダム 委員の質問・意見内容 河川管理者の説明 

塔の島の景観はすでに大きな打撃を受けている。審議資料 1-6-3 の様子は
すでにかなりの破壊が進んだ状態。この状態を基本にして検討するのでは
なく、「すでに破壊が進んだ状態だ」という視点で検討をしてほしい。 

天ヶ瀬ダム 傍聴者の質問・意見

①洗堰操作規則見直しがなされないまま、洗堰放流量 1500m3/sが決定さ
れるのは、合点がいかない。②天ヶ瀬ダム放流能力を 1500m3/sにすれば、
琵琶湖から放流できる量も 1500m3/sになるという説明だが、大戸川から
の流量もあるのではないか。③天ヶ瀬ダムから 1500m3/s放流すれば、宇
治発電所からの放流量が加わって、塔の島地区で 1500m3/sを超えるので
はないか。④護岸工事の名目で亀石から観流橋の間を埋め立てた。この目
的は何か。撤去すれば流下能力はあがるのか。⑤締切堤を撤去して、塔の
川を宇治川本川と同じくらいまで掘削すればどれくらい流下能力になる
のか。⑥塔の島地区のバイパストンネルを検討すべきではないか。地形や
民家の密集を考えれば現実的ではないとのことだが、いかなる検討をした
のか。⑦掘削方法について塔の島周辺景観検討会を開催するとのことだ
が、この検討会では掘削だけではなく新たな景観創出を住民と目指す検討
会にしてほしい。 

塔の島地区の保全は重要だと考えている。ダムＷＧで 80cm の掘削案を示し、いろ
んなご意見を頂いている。ご意見を踏まえ歴史的景観保全を念頭に地域の意見も聴
きながら、塔の島地区の河川整備案をできるだけ早く固めていきたい。 
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